
2024/7/5 

準備委員会メンバー共有用 

なんば広場 幹事会議事メモ 

 

日時：2024年 7月 5日(金)13：00～15：00 

場所：河原センタービル＠準備委員会事務所 

参加：戎橋筋商店街       菊地氏、青木氏、山本氏、塚田氏 

     なんさん通り商店会   木村氏、丹野氏、菊澤氏 

        髙島屋                    藤原氏、井原氏 

    マルイ  田中氏 

南海電鉄                 寺田氏、平木氏、入江氏、北川氏、木本氏、廣田氏、稲元氏 

Cyujo  佐藤氏、川上氏 

HBP                     泉、岸本、田中（記）  

 

１． 今週の論点 

（１）【意見交換】デジタルサイネージの検討状況について 

（Cyujo佐藤氏より説明） 

・前回提案のデジタルサイネージは三角形状としていたが、視認性やメンテナンス面を考慮し、

四角形のデジタルサイネージに変更した。 

・色は喫煙所の色を踏襲している。歩きスマホや自転車の衝突を防ぐため周囲にプランターを配

置している。 

・収支イメージとしては、当初提案の 55インチ 4面と比べ、稼働率リアル目標 20%（周辺サイネー

ジ稼働率）としても、売上増加が見込める。 

・両面の使い分けとしては、東面は人が流動するエリアであるため、広告枠として企業ＣＭなどを

配信、西面は人が滞留するエリアであるため、情報発信（防災や警察からの連絡、周辺施設情

報、イベントタイムテーブルなど）を想定している。 

・デジタルサイネージサイズ（大・中）、位置（中央・北側）の４パターンでの収支を検討した。 

 

（決定事項） 

・本日の意見交換を踏まえ、広場北側に寄せた台形形状（広場面を斜めに振る）での大と中サ

イズで再度検討を行う。（Cyujo） 

・その結果を踏まえ、現地にて竿とシーツを用いて見え方確認を行う。（準備委員会） 

 

（下記、意見交換内容） 

●サイズ・見え方について 

・サイズについて、大中いずれの場合もこれ以上小さくはならないか。（菊地） 



→基礎が打てない構造上、ある程度大きさは必要である。横はポスター枠として、黒い物体に対

する圧迫感を減らすことは可能である。もしくは、色を広場の雰囲気に合うものにすることも検

討可能である。（佐藤） 

・幅は 2,200mm も必要なのか。（井原） 

→基礎なしで置くためには安全性の観点からこの程度は必要である。（佐藤） 

→南北面の黒の処理は考えてもらいたい。（井原） 

→中サイズであれば縮小割合分のみ減らすことは可能と思われる。（佐藤） 

・静止画を横面に貼ることは可能か。（山本） 

→可能である。管理用扉は一か所に設置すれば良いため、片方はフルで使うことも可能である。

（佐藤） 

・圧迫感が出ないような色や模様など、デザインを考えられると良い。（菊地） 

 

●動線確保について 

・緊急車両動線は問題ないのか。（菊地） 

→取れなくはない。（岸本） 

→特にリバフェスなどは出店数が減ることはないだろう。そのあたりの想定が必要である。（菊地） 

・警察から通行障害と言われることが懸念される。（平木） 

→そのスペースは確保している。（岸本） 

→道路沿いの広告の例も示して説明するのが良いだろう。（川上） 

 

●イベント時の配置について 

・何ｍ以内には物を置いてはいけないということを設定することになるか。特に西側について、イ

ベント時には何ｍ確保すべきかを決める必要がある。（藤原） 

・イベント開催時にはイベント看板を出すことが多いが、それについては対応可能か？（菊地） 

→イベント看板については設置位置を工夫してもらう必要がある。（佐藤） 

→スペース利用の区画から切り分けないといけないだろう。（入江） 

→広告か利活用かという点は整理が必要だが、デジタルサイネージの空き枠はあるのでそこを

看板として使うことは可能だろう。（廣田） 

 

●その他 

・スピーカーの位置や、イベントの音とのハウリングは問題ないか。イベント時の広告は少しディス

カウントするなどの検討が必要ではないか。（井原） 

→イベントの方が前もって決まる可能性が高く、その点については工夫が必要である。（佐藤） 

・プランターは液晶が無いところにはいらないのではないか。（木村） 

→液晶にさえ触らなければ問題ない。抑止力の意味でいうとビジョン前面にのみ設置することで

も良いかもしれない。（佐藤） 



・設置した後の移動は可能か。（藤原） 

→簡単には移動できない。物理的には可能だが、一度解体することになるので、移動費用はか

かる。（佐藤） 

・なんば広場の名前も書いた方が良い。（木村） 

・この媒体自体にも名前がつくと良い。（山本） 

 

（２）【報告】協賛についての協議状況について 

（社会実験におけるイベント関連のルール案について、入江氏より報告） 

・このルールの範囲内であればこちらに任せてほしいということで警察協議を進めたい。（２週間前

に全ての告知物が完成していることはないことも踏まえ）（入江） 

・6/11 の役員会にて、千田氏よりなんば広場を公園にしてはどうかという話と、協賛の話があった。

それを踏まえ、7/２に大阪市小田氏・入谷氏、寺田で話にいった。その結果、公園は現実的では

ないため、ほこみちの話で進めていくことで合意、協賛についてはルール化を進めていることで

合意をもらった。（寺田） 

 

（３）【報告】広場におけるイベント等の実施内容 

（下記２点について廣田氏より報告） 

①7/20(土)～21(日)：大阪ミナミ夏祭り&にぎわいスクエア 2024 

 ②7/25(木)～8/21(水)：LINESの設置（シビックプライドシンボルの設置検証） 

 

（４）【調整】8月の幹事会の日程 

・8/2（金）、8/23（金）で実施することとする。（※16(金)がお盆のため変更） 

 

（５）その他 

●未来会議について 

・8/2(金)に実施する方向で調整中。 

●協議会ニュースについて 

・修正点がある場合は、7/10(水)までに HBPまで連絡。 

※協議会ニュースの配布と合わせ、メーリス申込書も添付することとする。 

●防犯カメラの表記について 

・大阪市に確認したところ、防犯対策としても利用しているが、利活用状況を確認しているカメラ

でもあり一概に防犯カメラとは言えず、また、設置に当たっては運用の内規を作る必要があると

のことであった。 

・準備委員会としては、今後再設置する机椅子に警察協議の後「防犯カメラ」と記載したシール

を作成し添付することとする。 

●8月の献血の実施日について 



・8/4,11,12で実施。広場までは勧誘に来ないよう再度伝達する。 

●自転車押し歩き啓発について 

・7/10（水）、7/23（火）14:20～実施予定。 

●自転車関連対策について（山本氏より共有） 

・大目標として、放置自転車日曜 7500 台の 4 割を削減する方向で、イベントチームと媒体チー

ムに分けて検討を進めている。 

・その一環で 10月のイベントも実施予定。周知については、なんば 30km圏内の人たちに届くよ

うな媒体を想定している。 

●その他 

・6/13 より、戎橋筋商店会事務局に塚田美沙さんが参画。 

 

２． 広場のイベント予定 

・7/20(土)～21(日)：大阪ミナミ夏祭り&にぎわいスクエア 2024 【未協議】 

(主催：中央区／共催：(一社)活性化事業実行委員会) 

・7/25(木)～8/21(水)：LINESの設置（シビックプライドシンボルの設置検証） 

 

３． 今後の日程 

・7/10(水)9:00～  机・椅子の再設置＠なんば広場 

・7/19(金)13:00～15:00 幹事会＠準備委員会事務所(河原センタービル) 

・8/2(金)13:00～15:00 幹事会・未来会議(調整中)＠準備委員会事務所(河原センタービル) 

・8/23(金)13:00～15:00 幹事会＠準備委員会事務所(河原センタービル) 

 

以上 


